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今
日
は
「
古
典
に
読
み
と
る
北
摂
の
自
然
と
文
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
北
摂
の

お
話
を
い
た
し
ま
す
。
私
は
豊
中
で
生
ま
れ
、西
宮
の
大
学
を
出
て
阪
神
間
に
住
み
、

十
七
年
程
前
か
ら
川
西
住
ま
い
と
、ほ
と
ん
ど
北
摂
を
出
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
日
は
自
分
の
地
元
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
具
合
で
す
。

津
守
氏
文
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
見
え
る
古
代
の
北
摂

『
住
吉
大
社
神
代
記
』
と
は

　

資
料
の
1
頁
に
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
を
引
い
て
い
ま
す
。
住
吉
大
社
に
は
津
守

家
と
い
う
代
々
神
職
を
勤
め
る
家
が
あ
り
ま
し
た
。「
津
守
」は「
津
を
守
る
」の
意
。

摂
津
の
国
は
、
港
を
管
理
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
港
を

守
護
す
る
役
割
の
家
柄
と
し
て
津
守
氏
が
存
在
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
違
い
ま
す
が
、
奈
良
時
代
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
、
津
守
家
が
住
吉
大
社

を
継
い
で
き
ま
し
た
。
今
話
題
の
出
雲
国
造
家
の
千
家
氏
と
同
じ
よ
う
な
由
来
の
家

柄
で
す
。

　

平
安
時
代
初
期
に
は
、国
の
歴
史
書
『
日
本
書
紀
』
と
は
別
に
「
氏
文
」
と
い
う
、

家
の
伝
承
や
歴
史
を
綴
っ
た
書
物
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
ま
し
た
。
忌
部
氏
の
『
古
語

拾
遺
』
や
『
高
橋
氏
文
』
な
ど
が
競
っ
て
作
ら
れ
る
中
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
と
い

う
津
守
家
の
氏
文
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
津
守
麻
呂
人
、
島
麻
呂
と
い
う
住
吉
大
社
の

神
官
が
、
解げ
ぶ
み文

の
体
裁
で
住
吉
大
社
の
由
来
を
説
い
た
も
の
で
す
。
延
暦
八
年
の
摂

津
職
の
判
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
信
じ
れ
ば
七
八
九
年
。
平
安
時
代
の

ご
く
初
期
の
書
物
で
す
が
、
ま
ず
、
こ
こ
に
現
れ
る
北
摂
を
見
て
行
き
ま
す
。

豊
島
郡
城き
の
へ
や
ま

辺
山

　
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
能
勢
、
川
西
、
池
田
、
豊
中
あ
た
り
が
出
て
き
ま
す
。

冒
頭
は
、豊
島
郡
の
城き
の
へ
や
ま

辺
山
。
城
辺
山
の
四
至
（
東
西
南
北
の
境
界
線
）
に
つ
い
て
、
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「
東
は
能
勢
国
の
公
田
を
限
る
。
南
は
我あ
び
こ孫
並
び
に
公
田
を
限
る
。
西
は
為
奈
河
・

公
田
を
限
る
。
北
は
河
辺
郡
の
公
田
を
限
る
」

—

こ
の
四
至
の
地
名
は
よ
く
分
か
ら
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。
我あ
び
こ孫
は
住
吉
区
の
我
孫

子
だ
と
遠
過
ぎ
ま
す
し
、
公
田
が
ど
こ
に
当
た
る
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
城
辺
山
と
言
う
の
は
、
後
文
に
も
「
為
奈
山
」
と
あ
り
、
五
月
山
の
細
河

の
あ
た
り
を
城
辺
山
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

杣そ
ま

山
河
も
、
後
文
か
ら
猪
名
川
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
ぜ
杣
山
か
と
い

う
と
、
猪
名
川
の
上
流
に
杣
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
木
を
伐
っ
て
、
木
材
を
流
し
て
、

船
や
建
物
の
建
造
に
利
用
す
る
、
そ
う
い
う
杣
が
上
流
に
あ
る
の
で
、
猪
名
川
の
こ

と
を
杣
山
河
と
言
っ
た
よ
う
で
す
。

猪
名
川
の
土
着
の
勢
力
を
住
吉
の
神
が
制
す

　

そ
の
後
、
伝
承
め
い
た
、
神
話
の
よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
神
功
皇
后
が

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
杣
山
河
、

　
「
元
よ
り
、
偽
賊
の
土
蛛
、
斯
の
山
の
上
に
城
・
壍
を
作
り
居
住
ひ
て
、
人
民
を

略
盗
め
き
。
軍
大
神
、
悉
く
誅
伏
は
し
め
、
吾
が
杣
地
と
領
掌
り
賜
ふ
」。

—

も
と
も
と
は
こ
こ
に
は
偽
賊
が
住
ん
で
い
た
。
事
実
と
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で

す
が
、
王
権
に
服
従
せ
ず
、
独
自
の
暮
ら
し
を
維
持
し
て
い
る
土
着
の
集
団
が
あ
っ

た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
謡
曲
な
ど
も
そ
う
で
す
が
、
土
蛛
な
ど
、
手
足
が
長
い
と

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
も
、
服
従
し
な
い
奴
ら
は
何
か
お
か
し
な
連
中
と
い
う
、
若
干

の
蔑
視
が
垣
間
見
え
ま
す
。
そ
れ
が
五
月
山
あ
た
り
に
城
を
つ
く
っ
た
り
塑
を
つ

く
っ
た
り
し
て
、
人
々
の
物
を
略
奪
す
る
よ
う
な
悪
さ
を
し
て
い
た
。

　

そ
の
偽
賊
を
、軍
大
神
、す
な
わ
ち
住
吉
の
大
神
、住
之
江
の
大
神
が
や
っ
つ
け
た
。

土
蛛
を
や
っ
つ
け
て
、
そ
し
て
今
か
ら
は
、
こ
こ
は
私
の
杣
ど
こ
ろ
、
我
が
領
地
に

す
る
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
以
来
住
吉
大
社
の
神
領
に
な
っ
た

…
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
住
吉
大
社
の
主
張
で
す
が
。

　
「
山
の
南
に
広
大
き
野
在
り
。
意
保
呂
野
と
号
く
。」

—

意
保
呂
野
の
地
名
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
山
の
南
に
広
い
野
が
あ
る
と
い
う
と

現
在
の
池
田
市
域
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。川
西
が
含
ま
れ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
説
に
は
池
田
の
宇
保
町
。
宇
保
と
意
保
、
音
が
少
し
似
て
い
る
の
で
、
宇
保
町
あ

た
り
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
「
山
の
北
に
別
に
長
尾
山
在
り
。
山
の
岑
長
く
遠
し
。
長
尾
と
号
く
。
山
の
中
に

澗
水
有
り
。
塩
川
と
名
づ
く
。
河
の
中
に
塩
泉
を
湧
き
出
だ
せ
り
」

—

温
泉
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
塩
川
は
、
現
在
の
久
安
寺
川
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
前
後
の
地
理
関
係
か
ら
の
想
定
で
す
。

　

五
月
山
か
ら
亀
岡
方
面
に
行
く
と
、
止
々
呂
美
＝
箕
面
に
着
き
ま
す
が
、
あ
の
あ

た
り
の
峰
を
長
尾
山
と
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。
現
在
は
宝
塚
の
方
を
長
尾
山
と
言
い
ま

す
が
、
そ
こ
だ
と
少
し
地
理
が
合
わ
な
い
。

　

温
泉
は
結
構
あ
り
ま
す
ね
。
塩
と
言
う
か
ら
、
少
し
鉄
分
を
含
ん
だ
よ
う
な
温
泉

が
湧
く
、
と
書
き
留
め
て
あ
り
ま
す
。

　
「
豊
島
郡
と
能
勢
国
と
の
中
間
に
斯
の
山
在
り
。
城
辺
山
と
号
く
る
由
は
、
土
蛛

が
城
・
壍
の
界
に
在
る
に
因
れ
り
。
山
の
中
に
直
道
有
り
。
天
皇
、
丹
波
国
に
行
幸

し
て
、
還
り
上
り
た
ま
ふ
道
な
り
。
頗
け
る
郊
原
在
り
。
百
姓
開
耕
り
て
田
田
邑
と

号
く
」

—

と
続
き
ま
す
。
田た
た
む
ら

田
邑
は
多
田
で
し
ょ
う
。

　

多
田
の
城
辺
山
の
中
に
直
道
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
道
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
神
功
皇
后
の
時
代
の
天
皇
、
中
哀
天
皇
が
、
丹
波
の
国
に
行
っ
て
帰
っ

て
き
た
道
だ
と
い
う
。
丹
波
に
抜
け
る
道
は
、
現
在
は
亀
岡
に
向
か
う
国
道
四
二
三

号
線
で
す
。
そ
れ
に
相
当
す
る
よ
う
な
道
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

正
確
に
書
い
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
ぼ
ん
や
り
と
理
解
す
る
し
か
あ
り
ま
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せ
ん
が
、
ま
ず
、
城
辺
山
が
あ
り
、
住
吉
大
社
の
領
地
だ
と
言
う
。
続
い
て
、
河
辺

郡
の
為
奈
山
道
。
今
の
河
辺
郡
。
先
程
は
、
五
月
山
で
豊
島
郡
寄
り
で
し
た
が
、
も

う
少
し
西
側
、
川
西
寄
り
で
し
ょ
う
か
。
坂
根
山
、
為
奈
山
の
こ
と
を
別
名
坂
根
山

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
川
西
に
栄
根
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
今
は
山
で
あ
る
こ

と
が
認
識
で
き
ま
せ
ん
が
、
川
西
能
勢
口
か
ら
バ
イ
パ
ス
を
上
が
っ
て
行
く
、
あ
ち

ら
側
が
坂
根
山
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

河
辺
郡
為
奈
山
の
比
定

　

次
に
、
や
は
り
四
至
。

　
「
東
は
為
奈
川
并
せ
て
公
田
を
限
る
。
南
は
公
田
を
限
る
。
西
は
御
子
代
国
の
堺

の
山
を
限
る
。
北
は
公
田
并
せ
て
羽
束
国
の
堺
を
限
る
」

—

御み

子こ

代し
ろ

国
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
後
文
に
は
向
こ
う
の
国
、
武
庫

の
国
で
あ
る
と
い
う
か
ら
西
宮
で
し
ょ
う
。

　

羽は
つ
か束
。
千
刈
の
池
の
方
に
、
羽
束
川
が
流
れ
る
羽
束
山
と
い
う
五
百
メ
ー
ト
ほ
ど

の
山
が
あ
り
ま
す
。
銀
山
の
あ
た
り
を
越
え
て
、
千
刈
へ
向
か
っ
て
い
く
所
が
意
識

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
「
杣
山
河
を
領
掌
る
由
は
、上
の
解
に
同
じ
。但
し
、河
辺
・
豊
島
両
郡
の
内
の
山
は
、

惣
て
為
奈
山
と
号
く
。［
別
名
は
板
根
山
な
り
］」

—

さ
っ
き
は
城
辺
山
と
言
い
、
こ
こ
で
は
坂
根
山
と
い
う
。
こ
こ
で
は
河
辺
郡
と
豊

島
郡
の
中
に
あ
る
山
は
、
全
部
為
奈
山
と
い
う
、
こ
う
い
う
い
い
か
げ
ん
な
、
ざ
っ

く
り
と
し
た
言
い
方
を
す
る
あ
た
り
が
古
代
的
で
す
。

　
「
昔
、
大
神
、
土
蛛
を
誅
ひ
て
坂
の
上
に
宿
り
寝
し
た
ま
ひ
き
。」

—

や
は
り
土
蛛
を
や
っ
つ
け
ま
す
。
そ
れ
か
ら
坂
の
上
で
寝
た
の
で
「
坂
寝
山
と
号

く
。」—

こ
ん
な
の
は
も
ち
ろ
ん
嘘
で
す
。
地
名
の
由
来
は
、
だ
い
た
い
神
様
の
振

る
舞
い
で
こ
じ
つ
け
ら
れ
ま
す
。

地
名
由
来
　『
風
土
記
』
の
伝
承

　

古
代
の
文
献
の
中
で
は
、『
風
土
記
』
が
こ
う
し
た
地
名
の
由
来
を
好
ん
で
書
き

ま
す
。
摂
津
の
国
の
風
土
記
は
、逸
文
が
伝
わ
る
だ
け
で
全
文
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ご
く
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
全
体
像
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
話
が

摂
津
の
国
の
風
土
記
に
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
つ
ま
り『
住
吉
大
社
神
代
記
』

は
、『
摂
津
国
風
土
記
』
と
い
う
失
わ
れ
た
風
土
記
と
非
常
に
関
係
の
深
い
文
献
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
山
の
中
に
宇
祢
野
有
り
。」

—

川
西
の
畝
野
で
す
。
能
勢
電
鉄
で
も
畦
野
駅
を
越
え
て
妙
見
方
面
へ
行
く
と
急
に

寒
く
な
り
ま
す
ね
。

　
「
天
皇
、采
女
を
遣
し
て
、柏
葉
を
採
ら
し
め
た
ま
ふ
。
因
り
て
、采
女
山
と
号
く
。

（
今
宇
祢
野
と
謂
ふ
は
、
訛
よ
こ
な
まれ
り
。）」

—

「
采
女
」
は
若
く
美
し
い
女
官
の
こ
と
で
す
。
中
哀
天
皇
が
采
女
を
使
い
に
や
り
、

柏
の
葉
を
取
ら
せ
た
か
ら
采
女
の
王
が
宇
祢
野
に
な
っ
た
ん
だ
と
言
う
。
…
や
は
り

こ
じ
つ
け
で
す
。

　
「
御
子
代
国
。（
今
武
庫
国
と
謂
ふ
は
、
訛
よ
こ
な
まれ

り
。）」

—

こ
の
文
献
で
は
御
子
代
国
は
武
庫
の
国
の
古
称
。
次
に
は
、「
為
奈
河
、
木
津
川
」

が
出
て
き
ま
す
。
木
津
川
は
、
猪
名
川
の
木
津
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
、
猪

名
川
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
「
右
、
河
等
を
領
掌
る
縁
は
、
上
の
解
に
同
じ
。
但
し
、
源
流
は
、
有
馬
郡
能
勢

国
の
北
方
の
深
山
の
中
よ
り
出
づ
る
東
西
の
両
つ
の
河
な
り
。
東
の
川
は
、
久
佐
佐

川
と
名
づ
く
。
流
れ
通
ひ
て
多
に
山
中
を
抜
く
。
西
の
川
は
、美
度
奴
川
と
名
づ
く
。

美
奴
売
の
山
中
を
流
れ
通
ふ
。」

—

美
度
奴
は
後
で
も
出
て
き
ま
す
。三
草
山
は
五
百
六
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
山
で
、
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棚
田
が
非
常
に
美
し
い
と
こ
ろ
。あ
の
山
を
古
く
は
美
度
奴
山
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
両
の
河
、
倶
に
南
に
流
れ
て
宇
祢
野
に
逮
び
」

—

ま
た
宇
祢
野
で
す
。

　
「
西
南
に
同
じ
く
流
れ
て
合
ふ
。
為
奈
河
と
名
号
く
。」

—

猪
名
川
に
流
れ
込
む
川
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
言
う
。

　
「
西
辺
に
小
野
有
り
。
城
辺
山
の
西
方
に
当
る
。
名
を
軍
野
と
曰
ふ
。」

—

軍
野
の
地
名
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
説
に
は
、
川
西
能
勢
口
の
山
に
向
か
っ

た
、
古
墳
も
あ
る
「
火
打
」
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
を
打
つ

と
い
う
名
も
戦
と
関
係
が
あ
り
そ
う
に
思
え
ま
す
。

山
直
阿
、
山
部
氏
と
の
関
連

　
「
昔
、大
神
、軍
衆
を
率
て
土
蛛
を
撃
た
む
と
し
て
、御
坐
し
し
地
な
り
。
因
り
て
、

伊
久
佐
野
と
号
く
。
河
辺
に
、
昔
、
山や
ま
の
あ
た
い
あ
が
な
が

直
阿
我
奈
賀
居
り
き
。
因
り
て
、
阿
我
奈
賀

川
と
号
く
。」

—

山
直
阿
一
族
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
山
部
赤
人
と
い
う
有
名
な
歌
人
も

属
す
る
山
部
氏
に
関
係
が
あ
る
「
山
直
阿
」
と
い
う
山
林
を
管
理
す
る
一
族
、
材
木

や
茸
を
管
理
し
て
、王
権
に
供
給
す
る
役
割
の
一
族
が
こ
こ
に
い
た
と
言
う
の
で
す
。

『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
し
か
記
録
が
な
い
け
れ
ど
、
信
用
す
れ
ば
注
目
す
べ
き
記

述
で
す
。
我
奈
賀
が
い
た
か
ら
我
奈
賀
川
と
名
づ
く
。

　
「
今
為
奈
川
と
謂
ふ
は
、
訛
れ
り
」

—

こ
れ
も
事
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
吉
大
神
を
巡
る
女
神
の
喧
嘩

　
「
大
神
、
霊
し
き
男
神
人
と
現
れ
賜
ひ
て
、
宮
城
を
造
作
る
料
の
材
木
を
流
運
さ

し
め
て
、行
事
を
し
賜
ふ
。
時
に
、斯
の
川
に
居
す
女
神
、妻
に
成
ら
む
と
欲
ふ
。
亦
、

西
方
近
く
に
在
る
武
庫
川
に
居
す
女
神
も
亦
、
同
じ
き
思
を
欲
す
。
両
の
女
神
、
寵

愛
之
情
を
成
す
。
而
し
て
、
為
奈
川
の
女
、
嫡
妻
之
心
を
懐
き
て
嫉
妬
を
発
し
、
大

石
を
取
り
て
武
庫
川
の
妾
神
に
擲
打
ち
、
并
せ
て
其
の
川
の
芹
草
を
引
取
る
。
故
、

為
奈
川
に
は
大
石
無
く
し
て
芹
草
生
へ
、
武
庫
川
に
は
大
石
有
り
て
芹
草
無
し
。
両

つ
の
河
一
つ
に
流
れ
合
ひ
て
海
に
注
ぐ
。
神
威
に
依
り
て
、
為
奈
川
は
今
に
不
浄
物

を
入
れ
ず
。
木
津
川
等
を
領
掌
る
は
、
此
の
縁
な
り
。」

—

と
い
う
ふ
う
に
、
後
半
は
少
し
下
流
域
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

有
名
な
話
で
す
。

　

住
吉
大
社
の
住
吉
の
大
神
は
と
て
も
男
前
で
、
為
奈
川
の
女
神
と
武
庫
川
の
女
神

が
「
住
吉
の
大
神
の
奥
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
争
い
ま
す
。
為
奈
川
の
女
神
は
、
武

庫
川
の
女
神
の
ほ
う
に
石
を
投
げ
る
、
そ
し
て
髪
の
毛
を
引
っ
張
る
よ
う
に
、
武
庫

川
の
草
を
全
部
引
っ
こ
抜
く
、
だ
か
ら
武
庫
川
に
は
、
今
、
大
石
が
あ
っ
て
、
為
奈

川
に
は
な
い
、
か
わ
り
に
為
奈
川
に
は
草
が
生
え
て
い
る
、
そ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
愉
快
な
話
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
川
西
、
池
田
、
豊
中
の
一
部
を
含
め
て
、
住
吉
大
社
の
神
境

で
、
住
吉
大
社
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
る
わ

け
で
す
。

古
地
図
に
見
る
住
吉
と
の
関
連

　

資
料
２
頁
目
に
地
図
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
一
番
下
に
住
吉
郡
が
あ
り
ま
す
。
奈

良
時
代
に
ス
ミ
ノ
エ
と
言
っ
て
い
た
の
が
、
平
安
に
な
る
と
ス
ミ
ヨ
シ
に
変
わ
り
ま

す
が
、
そ
の
住
吉
が
あ
り
、
真
北
に
豊
島
、
能
勢
、
あ
る
い
は
川
辺
が
位
置
す
る
と

い
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
確
認
し
ま
す
と
、
住
吉
と
こ
の
地
域
が
非
常
に
深
く
か

か
わ
る
と
い
う
の
は
よ
く
理
解
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
摂
津
の
国
と
い
う
港
を
展
開
し

て
い
る
住
吉
に
比
べ
、
山
側
の
豊
島
、
能
勢
が
、
土
蛛
の
居
住
地
と
認
識
さ
れ
る
の
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も
も
っ
と
も
と
思
え
て
き
ま
す
。
事
実
性
は
別
と
し
て
、
な
る
ほ
ど
そ
う
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

『
和
名
抄
』
に
見
る
北
摂

『
和
名
抄
』
と
は

　

2
頁
に
『
和
名
抄
』
と
い
う
文
献
を
引
き
ま
し
た
。
正
式
名
称
は
『
和
名
類
聚
抄
』

で
す
が
、
略
し
て
『
和
名
抄
』
と
言
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
辞
書
で
す
が
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
載
っ
て
い
る
の
で
百
科
事
典
と
思
っ
て
い
た
だ
く
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
源
順
と
い
う
人
が
つ
く
っ
た
も
の
で
、
地
名
も
載
っ
て
い
ま
す
。

平
安
初
期
の
津
の
国
の
郡

　
『
和
名
抄
』
に
は
、
津
の
国
の
地
名
と
し
て
順
番
に
、
住
吉
、
百
済
、
東
生
、
西
生
、

島
上
0

0

、
島
下
0

0

、
豊
島
0

0

、
河
邊
0

0

、
武
庫
、
兔
原
、
八
部
、
有
馬
0

0

、
能
勢
0

0

と
、
合
計
十
三

の
郡
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
初
期
に
は
、
摂
津
の
国
に
は
十
三
の

郡
が
あ
っ
た
。
圏
点
を
付
け
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
北
摂
、
北
の
摂
津
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

本
来
、
有
馬
郡
は
兵
庫
県
域
で
す
の
で
、
北
摂
に
は
入
れ
に
く
い
の
で
す
が
、
最

近
有
馬
の
あ
た
り
が
盛
ん
に
北
摂
を
主
張
し
て
、
北
摂
三
田
高
校
と
い
う
学
校
ま
で

あ
り
ま
す
。
豊
中
、
池
田
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
ど
も
に
し
た
ら
違
和
感
が
あ
る
の
で

す
が
、
地
元
で
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
仲
間
に
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

　

島
上
は
、
今
の
高
槻
、
茨
木
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
。
島
の
下
が
茨
木
、
島
上
は
高

槻
で
し
ょ
う
か
。

　

豊
島
は
豊
中
、
池
田
で
す
し
、
河
邊
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
能
勢
は
そ
の

北
で
す
か
ら
、
川
西
や
猪
名
川
町
・
能
勢
町
で
す
。

能
勢
郡
の
三
郷
　
比
定
地

　

2
頁
の
【
2
】
に
『
和
名
抄
』
巻
六
か
ら
古
代
の
能
勢
郡
の
こ
と
を
引
い
て
い
ま

す
。
能
勢
郡
の
下
に
郷
が
あ
り
ま
す
。「
郷
」
は
今
の
村
、
町
に
当
た
る
単
位
で
す
。

能
勢
郡
に
は
、
能
勢
郷
、
雄
村
郷
、
枳
根
郷
と
3
つ
の
郷
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

郷
が
現
在
の
ど
こ
に
当
た
る
か
と
い
う
比
定
地
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
怪
し

い
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
ん
な
昔
の
郷
域
の
国
境
界
線
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

い
ろ
ん
な
現
在
に
残
る
地
名
な
ど
か
ら
推
定
し
て
い
ま
す
。

　

能
勢
郷
は
、
能
勢
郡
の
中
心
地
な
の
で
、
現
在
の
野
間
の
あ
た
り
、
野
間
の
大
欅

と
か
、
あ
の
辺
が
能
勢
郷
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
倉
垣
も
そ
う
で
す
。

　

雄
村
郷
は
吉
川
で
す
か
ら
、妙
見
山
の
あ
た
り
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。枳
根
は
、『
延

喜
式
神
名
帳
』
に
能
勢
郡
「
岐き

ね尼
神
社
」
と
あ
り
、
今
も
森
上
に
岐
尼
神
社
と
い
う

神
社
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
上
の
あ
た
り
が
枳
根
郷
で
し
ょ
う
。

『
延
喜
式
』
に
見
え
る
三
座

　
『
延
喜
式
神
名
帳
』
は
平
安
時
代
の
書
物
で
、
儀
式
書
で
す
が
、
そ
こ
に
は
日
本

各
地
の
神
社
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

能
勢
郡
の
神
社
は
、
岐
尼
神
社
、
久
佐
々
神
社
、
野
間
神
社
の
三
社
で
す
。
こ
の

三
社
は
平
安
時
代
の
初
め
に
既
に
あ
っ
た
。
今
の
場
所
に
平
安
時
代
か
ら
存
在
し
た

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
こ
の
三
つ
の
神
社
は
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
残
っ
て
い

る
の
で
、
古
社
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
、
能
勢
宿
野
の
久
佐
々
神
社

は
、
な
か
な
か
古
式
ゆ
か
し
き
神
社
で
す
。

『
続
し
ょ
く

日に
ほ
ん
ぎ

本
紀
』
巻
五
・
巻
六
よ
り　

久
佐
佐
郷
の
分
立

　

同
じ
く
2
頁
に
、『
続
日
本
紀
』
の
和
銅
六
年
の
記
事
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
和
銅
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六
年
、
七
一
三
年
、
今
か
ら
一
三
〇
〇
年
前
の
記
録
で
す
。

　
「
己
卯
、
摂
津
職
言
さ
く
」

—

摂
津
職
は
、
摂
津
を
治
め
る
役
人
で
す
。

　
「
河
辺
郡
玖
佐
佐
村
は
、
山
川
遠
隔
に
し
て
、
道
路
嶮
難
な
り
。」

—

北
摂
の
人
間
に
と
っ
て
は
不
名
誉
な
記
述
で
す
が
、
山
川
が
遠
い
、
遠
く
山
川
を

越
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
、
道
路
は
非
常
に
険
し
い
。

　
「
是
に
由
り
て
、
大
宝
元
年
、
始
め
て
館
舎
を
建
て
、
雑
務
公
文
、
一
ら
郡
の
例

に
准
へ
た
り
。」

—

河
辺
郡
の
玖
佐
佐
村
の
あ
た
り
は
非
常
に
遠
く
、
摂
津
職
が
管
理
す
る
に
は
不
便

な
の
で
、
大
宝
元
年
、
七
〇
一
年
に
役
所
を
建
て
て
、
そ
こ
で
自
分
の
仕
事
を
取
り

扱
う
よ
う
に
し
て
、
郡
と
同
列
の
扱
い
に
し
て
き
た
。
七
〇
一
年
以
来
、
そ
こ
は
河

辺
郡
の
中
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
独
立
の
郡
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
、
だ
か
ら

　
「
請
ふ
、
郡
司
を
置
か
む
こ
と
を
」

—

玖
佐
佐
村
に
郡
司
を
置
い
て
く
だ
さ
い
と
、
摂
津
職
は
国
に
訴
え
て
い
ま
す
。
郡

を
分
け
て
ほ
し
い
、
国
は
そ
れ
を
許
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
能
勢
郡
は
河
辺
郡
か
ら
独

立
し
て
、
七
一
三
年
に
立
て
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

さ
き
ほ
ど
の
地
図
で
見
て
も
、能
勢
郡
が
河
辺
郡
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、

非
常
に
大
き
な
郡
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
尼
崎
か
ら
こ
の
あ
た
り
ま
で
を
全
部
統

括
す
る
と
い
う
の
は
非
現
実
的
で
し
た
。
そ
の
十
二
年
前
、
七
〇
一
年
か
ら
郡
相
当

の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
、
能
勢
の
歴
史
は
非
常
に
古
い
で
す
ね
。

『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
の
記
事

土
師
氏
か
ら
菅
原
氏
へ

　

日
本
書
紀
の
雄
略
天
皇
の
記
事
。
雄
略
天
皇
十
七
年
で
す
か
ら
、
五
世
紀
の
半
ば

ご
ろ
。
十
七
年
春
三
月
の
丁
丑
の
朔
戊
寅
に
、
土
師
連
、
土
師
氏
と
い
う
の
は
、
平

安
時
代
に
な
る
と
菅
原
氏
に
な
り
ま
す
、
菅
原
道
真
の
一
族
で
す
。
こ
の
一
族
は
も

と
も
と
は
埴
輪
や
、
土
師
器
と
い
う
、
素
焼
き
の
土
器
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
素
焼
き
の
土
器
と
か
埴
輪
は
何
に
使
う
か
と
い
う
と
、
主
に
古
墳

の
中
に
埋
納
し
ま
す
。
埴
輪
は
亡
く
な
っ
た
方
の
周
り
を
飾
る
も
の
、
土
器
の
類
も

死
者
に
供
え
る
食
べ
物
と
か
飲
み
物
を
盛
る
器
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
用
途
も
あ

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
土
師
氏
と
い
う
と
葬
礼
関
係
、
凶
礼
関
係
の
家
で
し
た
。
そ

の
う
ち
に
土
師
氏
出
身
の
政
治
家
や
外
交
官
も
出
て
き
て
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、

い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
土
師
器
と
か
埴
輪
の
イ
メ
ー
ジ
の
名
前
で
は
嫌
だ
と
言
っ
て
、

菅
原
に
な
っ
た
ん
で
す
。
北
摂
と
は
別
の
話
で
す
が
。

土
・
水
・
炭
に
恵
ま
れ
た
玖
佐
佐
地
域

　
「
土
師
連
等
に
詔
し
て
、
朝
夕
の
御
膳
盛
る
べ
き
清
器
つ
く
る
者
を
進
ら
し
め
た

ま
ふ
。」

—

雄
略
天
皇
が
、
朝
晩
の
御
飯
を
盛
る
立
派
な
器
が
欲
し
い
、
つ
い
て
は
そ
れ
を
つ

く
る
技
術
者
を
献
上
せ
よ
と
、
土
師
氏
に
対
し
て
命
じ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
土
師

連
の
親
、
吾
笥
と
い
う
人
が

　
「
よ
り
て
摂
津
国
の
来
狭
狭
村
、
山
背
国
の
内
村
・
俯
見
村
、
伊
勢
国
の
藤
形
村

と
丹
波
・
但
馬
・
因
幡
の
私
の
民
部
を
進
る
。
名
け
て
贄
土
師
部
と
曰
ふ
。」

—

と
い
う
。
賛
は
、
天
皇
に
差
し
上
げ
る
食
べ
物
と
い
う
意
味
で
、
天
皇
の
お
食
事

を
盛
る
器
を
つ
く
る
集
団
と
し
て
、
贄
土
師
部
を
つ
く
り
、
そ
の
贄
土
師
部
を
丹
波
、

但
馬
、
因
幡
か
ら
も
献
上
し
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
筆
頭
に
出
て
く
る
の
が
玖
佐
佐
村
、

さ
っ
き
の
久
佐
々
神
社
の
安
楽
寺
、
玖
佐
佐
村
で
す
。

　

二
番
目
に
山
背
の
内
村
と
書
い
て
あ
り
ま
す
の
が
現
在
の
宇
治
で
す
。
俯
見
は
伏

見
で
す
、
伏
見
稲
荷
の
あ
た
り
で
す
ね
。

　

宇
治
と
か
伏
見
と
か
、
あ
る
い
は
伊
勢
か
ら
も
贄
土
師
部
が
献
上
さ
れ
ま
す
が
、
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そ
の
筆
頭
に
摂
津
の
国
の
玖
佐
佐
村
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

伏
見
と
言
え
ば
、
伏
見
人
形
。
そ
の
伏
見
人
形
が
土
師
器
の
末
流
で
す
。
埴
輪
が

形
を
変
え
て
伏
見
人
形
に
な
っ
た
。
奈
良
に
は
長
谷
寺
に
向
か
う
途
中
に
出
雲
村
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
出
雲
人
形
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
伏
見
人
形
よ

り
少
し
素
朴
な
感
じ
の
す
る
人
形
で
す
が
、
そ
れ
も
埴
輪
の
名
残
で
す
。

　

そ
の
土
師
氏
が
つ
く
っ
て
い
た
土
製
品
の
文
化
を
玖
佐
佐
村
は
古
代
に
保
有
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
要
す
る
に
土
を
こ
ね
る
技
術
、
窯
で
焼
く
技
術
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
良
質
の
土
を
産
す
る
。
ま
た
、
火
を
焚
く
た
め
に
炭
を
産
す
る

と
い
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
水
も
要
り
ま
す
。
そ
う
い
う
自
然
環
境
、

良
質
の
土
、
炭
、
水
と
い
う
自
然
環
境
に
加
え
て
土
器
製
作
の
技
術
を
こ
の
地
域
で

伝
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

『
摂
津
の
国
の
風
土
記
』

能
勢
の
美
奴
女
と
神
戸
岩
屋
と
の
関
係

　

2
頁
の
終
わ
り
に
挙
げ
て
い
る
の
が
、ご
く
一
部
残
っ
て
い
る
『
摂
津
国
風
土
記
』

で
す
。『
津
の
国
の
風
土
記
』
と
、『
摂
津
の
国
の
風
土
記
』
の
伝
承
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
献
に
引
用
さ
れ
て
断
片
的
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
能
勢
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
美
奴
売
。
美
奴
売
の
松
原
と
冒
頭
に
出
て
い
ま
す
が
、
能
勢

に
松
原
は
あ
り
ま
せ
ん
。
松
の
木
は
あ
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
松
原
と
い
う
の
は
海
岸

線
に
な
る
の
で
、
松
原
と
あ
る
の
は
能
勢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
今
、
美
奴
売
と
称
ふ
は
神
の
名
な
り
。」

—

美
奴
売
と
言
う
の
は
神
の
名
前
だ
と
言
う
。
美
奴
売
、分
解
す
る
と「
水
」の「
女
」。

水
の
女
で
美
奴
売
と
い
う
わ
け
で
、
女
神
様
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
「
美
奴
売
と
称
ふ
は
神
の
名
な
り
。
そ
の
神
、
も
と
、
能
勢
の
郡
の
美
奴
売
の
山

に
居
た
ま
ひ
き
」

—

前
出
の
三
草
山
の
水
の
女
神
が
美
奴
売
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
猪
名
川
の

女
神
で
す
。

　
「
昔
、
息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め

長
帯
比
売
の
天
皇
。」

—

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
こ
の
神
功
皇
后
の
伝
承
が
分
布
し
ま
す
。
例
え
ば
西
宮
の
廣
田

神
社
、ま
た
、長
田
神
社
と
か
生
田
神
社
と
か
、海
岸
線
に
神
功
皇
后
伝
承
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
そ
の
一
環
で
す
が
、
神
功
皇
后
伝
承
が
山
の
中
に
存
在
す
る
と

い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
「
そ
の
帯
比
売
の
天
皇
、
築
紫
の
国
に
幸
し
し
時
、
諸
の
神
祇
、
川
辺
の
郡
な
る

神
前
の
松
原
に
集
ひ
け
り
。」

—

九
州
に
出
か
け
て
行
く
と
き
に
、
川
辺
郡
の
神
前
の
松
原
に
い
ろ
ん
な
神
様
が
集

ま
っ
て
き
た
。
神
功
皇
后
は
九
州
が
目
的
地
で
は
な
く
て
、
新
羅
に
向
か
っ
て
い
き

ま
す
。
今
出
向
に
当
た
っ
て
神
前
に
集
う
、
現
在
の
神
崎
川
の
河
口
の
あ
た
り
で
す

か
ら
尼
崎
で
す
。

　
「
以
ち
て
礼
福
を
求
ぎ
た
ま
ふ
。」

—

無
事
を
祈
る
祭
り
ご
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
時
に
、
こ
の
神
も
同
に
来
て
集
ひ
け
り
」

—

尼
崎
ま
で
三
草
山
の
神
様
が
、
神
功
皇
后
の
見
送
り
に
行
っ
た
。

　
「
曰
は
く
、「
吾
も
護
り
佑
け
ま
つ
ら
む
」

—

私
も
神
功
皇
后
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
、
神
様
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
「
仍
ち
諭
へ
て
曰
は
く
、『
吾
が
住
め
る
山
に
、
須
義
乃
木
あ
り
。
宜
な
へ
伐
り
採

り
て
、
吾
を
し
て
船
を
造
ら
し
め
た
ま
ひ
、
則
ち
こ
の
船
に
乗
り
て
行
幸
す
べ
し
。

当
に
幸
福
あ
ら
む
』
と
い
ひ
け
り
。」

—

私
の
住
ん
で
る
山
に
杉
の
木
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
を
好
き
な
だ
け
伐
っ
て
、
そ

れ
で
船
を
つ
く
り
な
さ
い
。
自
分
の
住
ん
で
る
山
の
木
は
、私
そ
の
も
の
で
す
か
ら
、
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私
が
あ
な
た
の
船
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
船
に
乗
っ
て
出
か
け
た
ら
、
無
事
に
目

的
を
達
成
で
き
ま
す
よ
、
と
三
草
山
の
神
様
、
美
奴
売
が
言
わ
れ
た
。

　
「
天
皇
、
乃
ち
神
の
教
の
随
に
命
を
し
て
船
を
作
ら
し
む
。
こ
の
神
の
船
、
遂
に

新
羅
を
征
ち
け
り
。」

—

神
功
皇
后
が
神
様
の
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し
た
ら
、
見
事
に
新
羅
を
討
っ
て
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
還
り
来
た
ま
ふ
時
、
こ
の
神
を
こ
の
浦
に
祠
祭
り
、
并
せ
て
船
を
も
留
み
お
き

て
以
ち
て
神
に
献
り
け
り
。
ま
た
こ
の
地
を
名
け
て
美
奴
売
と
曰
ひ
け
る
と
そ
い

ふ
。」

—

無
事
に
征
討
果
た
し
て
帰
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
能
勢
ま
で
帰
ら
ず
、
神
崎
ま
で
も

帰
ら
な
い
で
、
今
の
美
奴
売
に
神
様
を
祭
る
こ
と
に
し
た
と
言
う
。
現
在
の
美
奴
売

は
、
神
戸
市
灘
区
の
岩
屋
。
阪
神
電
車
の
岩
屋
の
駅
か
ら
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

敏み
ぬ
め馬
神
社
が
あ
り
ま
す
。
敏
馬
神
社
の
石
段
を
降
り
た
と
こ
ろ
が
砂
浜
、海
で
し
た
。

海
に
面
し
て
敏
馬
神
社
が
あ
る
の
は
、
境
内
の
古
い
写
真
を
見
る
と
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
江
戸
時
代
の
「
摂
津
名
所
図
会
」
も
境
内
に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
浜
に
面
し

た
と
こ
ろ
に
神
社
が
あ
っ
て
、あ
あ
港
だ
っ
た
ん
だ
な
、神
功
皇
后
が
新
羅
か
ら
帰
っ

て
き
た
と
き
こ
こ
に
寄
っ
て
船
を
奉
納
し
て
神
を
祭
っ
た
と
い
う
話
は
う
な
ず
け
ま

す
。
敏
馬
は
『
万
葉
集
』
の
歌
な
ど
に
も
盛
ん
に
出
て
き
ま
す
。
能
勢
の
水
の
神
様

が
神
戸
に
居
を
移
し
た
と
い
う
話
で
す
。

猪
名
川
上
流
と
神
崎
と
の
つ
な
が
り

　
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
杣
山
河
と
あ
り
ま
し
た
が
、
猪
名
川
の
上
流
域
が
木
材

の
供
給
地
と
し
て
あ
っ
た
。
木
材
を
伐
採
す
る
人
々
が
森
林
を
管
理
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
木
材
を
伐
り
、
猪
名
川
に
流
す
。
流
し
て
い
く
と
、
そ
れ
が
河
辺
郡
の
南
、

現
在
の
伊
丹
、
尼
崎
に
至
り
ま
す
。
尼
崎
の
神
崎
と
い
う
あ
た
り
が
古
代
の
造
船
場

で
す
。
造
船
の
技
術
者
を
猪
名
部
と
言
い
ま
す
。
古
代
の
木
材
加
工
を
す
る
技
術
者

が
猪
名
川
の
下
流
に
住
み
、
能
勢
の
木
材
を
使
っ
て
舟
を
つ
く
る
、
そ
の
文
化
と
敏

馬
と
い
う
港
湾
の
文
化
と
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

木
材
供
給
地
、
加
工
地
、
そ
し
て
港
湾
。
現
在
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
そ
の
三
つ

が
非
常
に
深
く
か
か
わ
り
を
持
っ
て
、
そ
し
て
そ
の
全
て
が
、
住
吉
大
社
の
管
理
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
神
功
皇
后
が
出
て
ま
い
り
ま
す
か
ら
、
住
吉
大
社
の
影
響
下
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
風
土
記
の
記
事
は
伝
え
ま
す
。
一
種
の
文
化
圏
が
、
こ
の
お

話
の
背
後
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

豊
島
郡
の
『
万
葉
集
』

『
和
名
抄
』
豊
島
郡
七
郷
の
比
定
地

　

資
料
3
頁
【
3
】
の
豊
島
郡
の
万
葉
集
の
話
で
す
。
現
在
の
豊
中
地
域
に
曽
根
駅

が
あ
り
、
駅
前
に
豊
島
公
園
と
い
う
大
き
な
公
園
が
あ
っ
た
り
、
箕
面
と
の
境
に
豊

島
高
校
と
い
う
高
校
も
あ
り
ま
す
ね
。
池
田
市
に
も
北
豊
島
中
学
校
と
か
小
学
校
が

あ
り
ま
す
。
豊
島
は
、
ト
ヨ
シ
マ
、
ト
シ
マ
、
関
西
で
は
テ
シ
マ
と
よ
み
ま
す
。

　
『
和
名
抄
』
を
見
る
と
、
豊
島
郡
に
は
秦
上
、
秦
下
、
駅
家
、
豊
島
、
余
部
、
桑
津
、

大
明
、
七
つ
の
郷
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
揺
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
一

応
、
最
大
七
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
地
の
比
定
地
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

秦
の
上
は
池
田
の
細
河
の
あ
た
り
で
す
。
秦
の
下
、
現
在
、
秦
と
い
う
地
名
が
あ

り
ま
す
。
五
月
山
の
麓
、
秦
野
池
田
地
区
、
東
秦
野
、
そ
ん
な
地
名
が
あ
り
ま
す
。

　

駅
家
、
こ
れ
は
箕
面
に
求
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
山
陽
道
、
摂
津
の
国
、
草
野
の

駅
家
が
萱
野
三
平
で
有
名
な
西
国
街
道
の
萱
野
で
し
ょ
う
か
ら
、
駅
家
郡
駅
家
郷
は

箕
面
市
に
な
り
ま
す
。

　

豊
島
郷
が
池
田
の
石
橋
、
井
口
堂
、
豊
中
の
方
に
入
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
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余
部
、
豊
中
の
走
井
、
原
田
、
岡
町
の
辺
り
で
す
。

　

桑
津
は
現
在
、
猪
名
川
の
少
し
南
に
下
っ
た
伊
丹
の
桑
津
と
い
う
地
名
が
あ
り
、

桑
津
橋
と
い
う
橋
が
あ
り
ま
す

　

大
明
郷
は
豊
中
の
南
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
、
岡
町
の
あ
た
り
に
大
池
と
い
う

地
名
が
あ
っ
て
、
大
池
が
大
明
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
そ
ん
な
程
度
で
、
あ
ま

り
ど
こ
で
線
を
引
く
か
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

『
延
喜
式
』
に
見
る
豊
島
郡
の
五
座

　
『
延
喜
式
』
の
神
名
帳
を
見
る
と
、
豊
島
郡
に
は
五
つ
の
神
社
が
あ
っ
て
、
為
那

都
比
古
神
社
、
こ
れ
が
二
座
、
細
川
神
社
、
垂
水
神
社
、
阿
比
太
神
社
と
あ
り
ま
す
。

為
那
都
比
古
神
社
は
、
今
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
が
、
一
番
信
憑
性
が
あ
る
の
は
、

箕
面
の
山
手
の
あ
た
り
に
あ
る
為
那
都
比
古
神
社
で
し
ょ
う
か
。

『
万
葉
集
』
の
五
月
山･

佐
伯
山

　

3
頁
の
後
半
。
豊
島
郡
の
『
万
葉
集
』
で
す
。
豊
島
郡
の
歌
は
、
結
論
と
し
て
ど

れ
も
不
確
実
な
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
池
田
と
い
う
と
五
月
山
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
。
五
月
山
動
物
園
の
あ
る
、
あ
の
五
月
山
を
詠
ん
だ
の
か
な
、
と
い
う
歌
が
あ
り

ま
す
。

　

五
月
山　

宇
能
花
月
夜　

霍
公
鳥　

雖
聞
不
飽　

又
鳴
鴨

　

五
月
山
卯
の
花
月
夜
ほ
と
と
ぎ
す
聞
け
ど
も
飽
か
ず
ま
た
鳴
か
ぬ
か
も

と
い
う
、
こ
の
歌
が
万
葉
集
の
巻
十
に
出
ま
す
。

　

五
月
山
の
卯
の
花
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
月
の
晩
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
、
あ
あ

い
い
な
、
も
っ
と
鳴
い
て
く
れ
な
い
か
な
と
い
う
歌
で
す
。
そ
れ
と
似
た
と
こ
ろ
の

あ
る
歌

　

佐
伯
山　

干
花
以
之　

哀
我　

手
鴛
取
而
者　

花
散
靹

　

佐
伯
山
卯
の
花
持
ち
し
か
な
し
き
が
手
を
し
取
り
て
ば
花
は
散
る
と
も

こ
ち
ら
は
少
し
く
だ
け
た
感
じ
の
歌
で
す
。
佐
伯
山
の
卯
の
花
を
手
に
持
っ
て
い
た

可
愛
い
女
の
子
の
手
を
握
れ
る
の
な
ら
花
な
ど
散
っ
て
も
よ
い
。
花
よ
り
団
子
で
な

く
、
花
よ
り
女
子
と
い
う
ふ
う
な
歌
で
す
。

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
五
月
山･

佐
伯
山

　

吉
田
東
伍
と
い
う
、
明
治
時
代
の
地
理
学
者
が
書
い
た
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
と

い
う
書
物
の
、
豊
能
郡
五
月
山
の
項
目
、

　
「
池
田
町
の
上
方
、
抜
海
凡
二
百
米
突
、
秦
野
山
の
西
嶺
な
り
、
蓋
佐
伯
山
の
訛

と
す
。
日
本
書
紀
仁
徳
天
皇
の
時
猪
名
縣
佐
伯
部
移
于
安
藝
と
あ
る
そ
の
佐
伯
部
の

遺
墟
な
る
べ
し
」

—

古
く
猪
名
縣
＝
猪
名
川
流
域
に
佐
伯
部
と
い
う
一
団
が
住
ん
で
い
た
。『
日
本
書

紀
』
の
記
事
は
佐
伯
部
を
安
藝
の
国
＝
広
島
に
移
し
た
と
い
う
け
れ
ど
も
、
猪
名
流

域
に
佐
伯
部
が
住
ん
で
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
現
在
の
五
月
山
は
、
こ
の
佐
伯
山

が
な
ま
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
、
そ
う
い
う
次
第
で
、
佐
伯
山
卯
の
花
も
散
る
こ
の

山
は
、
池
田
の
五
月
山
で
、
な
ま
っ
た
五
月
山
の
ほ
う
も
池
田
だ
と
『
大
日
本
地
名

辞
書
』
は
考
え
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
池
田
の
佐
伯
山
を
五
月
山
と
呼
ん
だ
古
代
中
世
の
記
録
は
あ
り
ま
せ

ん
。
前
出
の
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
で
は
城
辺
山
と
か
為
奈
山
と
呼
ん
で
い
て
、
五

月
山
と
称
し
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
、
サ
エ
キ
か
ら
サ

ツ
キ
と
音
を
変
え
た
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
言
語
学
的
に
不
可
能
で
、
サ
エ
キ
は

サ
ツ
キ
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
二
首
が

池
田
の
山
を
歌
っ
た
と
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。
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『
古
今
和
歌
集
』
の
五
月
山

　
『
古
今
和
歌
集
』
に

　

五
月
山
こ
ず
ゑ
を
高
み
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
ね
そ
ら
な
る
恋
も
す
る
か
な

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
五
月
山
と
い
う
の
は
、
和
歌
で
は
、
五
月
の
、
夏
の
美
し

い
山
と
い
う
一
般
名
詞
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
先
ほ
ど
の
万
葉
集
の
歌
に
も
卯
の
花
が

出
て
き
ま
す
。
四
月
か
ら
五
月
に
咲
く
卯
の
花
が
全
山
を
彩
る
と
、
あ
あ
五
月
の
山

だ
な
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
れ
が
池
田
で
も
川
西
で
も
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
強
引
に

持
っ
て
く
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

『
万
葉
集
』
の
垂
水

　

4
頁
目
に
垂
水
が
出
て
き
ま
す
。
志
貴
皇
子
と
い
う
、
万
葉
集
の
中
で
は
よ
く
知

ら
れ
た
風
流
な
歌
人
で
、
天
智
天
皇
の
息
子
で
す
が
、「
志
貴
皇
子
の
懽よ
ろ
こび
の
御
歌
」

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

石
激　

垂
見
之
上
乃　

左
和
良
妣
乃　

毛
要
出
春
尓　

成
来
鴨

　

石
走
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

垂
水
と
い
う
の
は
滝
で
、
上
か
ら
下
に
水
が
落
下
す
る
状
態
で
す
。
そ
の
よ
う
に
歌

の
意
味
が
上
か
ら
下
に
ず
っ
と
流
れ
て
き
て
、
よ
ど
み
の
な
い
良
い
歌
で
す
。
石
走

る
垂
水
の
ほ
と
り
の
さ
わ
ら
び
が
萌
え
出
す
春
に
な
っ
た
な
ぁ
、
と
第
一
句
か
ら
第

五
句
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
掛
詞
な
ど
が
入
っ
て
、
途
中
ま
で
読
ん
で
前
に
戻
る
よ

う
な
歌
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
歌
は
と
て
も
爽
や
か
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　
「
石
走
る
」
は
枕
詞
の
よ
う
な
も
の
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。
岩
が
そ
そ
り
立
っ
て
、

そ
の
間
を
水
が
流
れ
る
。
現
代
は
滝
と
言
い
ま
す
が
、古
代
で
は
垂
水
と
言
い
ま
す
。

古
代
語
タ
キ
は
激
流
を
意
味
し
、上
方
か
ら
下
方
に
流
れ
る
水
は
垂
水
と
言
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
こ
れ
も
一
般
名
詞
、
普
通
名
詞
で
す
が
、
垂
水
と
い
う
地
名
も
あ
り

ま
す
。
神
戸
の
垂
水
、
吹
田
に
垂
水
町
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

『
新
撰
姓
氏
録
』
の
垂
水

　

志
貴
皇
子
の
歌
の
左
側
に
、
垂
水
公
と
呼
ば
れ
る
人
物
を
書
き
留
め
た
『
新
撰
姓

氏
録
』
と
い
う
書
物
を
引
き
ま
し
た
。

　
「
豊
城
入
彦
命
の
四
世
孫
、
賀
表
乃
真
稚
命
の
後
な
り
。」—

そ
の
六
世
孫
、
阿
利

真
公
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
す
。
今
の
有
馬
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
「
阿
利
真
公
、
謚
孝
徳
天
皇
の
御
世
に
」

—

孝
徳
天
皇
、
難
波
に
都
を
置
か
れ
た
方
、
阿
利
真
公
の
お
父
さ
ん
で
す
。

　
「
孝
徳
天
皇
の
御
世
に
、
天
下
旱
魃
し
、
河
井
涸
れ
絶
え
ぬ
」

—

川
も
井
戸
も
涸
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
時
に
阿
利
真
公
、
高
樋
を
造
作
り
、
垂
水
の
岡
基
の
水
を
以
ち
て
宮
内
に
通
は

し
め
、
御
膳
に
供
奉
り
き
。」

—

垂
水
の
岡
か
ら
難
波
の
宮
ま
で
樋
を
つ
く
っ
て
、
難
波
の
宮
に
水
を
引
っ
張
っ
て

き
て
天
皇
に
差
し
上
げ
た
。

　
「
天
皇
、
其
の
功
を
美
し
み
た
ま
ひ
、
垂
水
公
の
姓
を
賜
は
し
め
、
垂
水
神
社
を

掌
ら
し
め
た
ま
ひ
き
」

—

孝
徳
天
皇
が
よ
く
や
っ
た
ぞ
と
、
阿
利
真
公
に
垂
水
公
と
い
う
名
前
を
与
え
、
垂

水
神
社
を
管
理
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
垂
水
、
神
戸
の
垂
水
か
ら
難
波

の
宮
ま
で
だ
と
遠
す
ぎ
ま
す
。
吹
田
の
垂
水
で
す
。
阪
急
電
車
の
千
里
線
、
豊
津
駅

か
ら
歩
い
て
十
分
程
の
と
こ
ろ
に
、
垂
水
町
と
い
う
町
が
あ
り
、
住
宅
街
の
中
に
垂

水
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

4
頁
に
写
真
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
今
の
垂
水
神
社
の
本
殿
、
拝
殿
、
境
内
の
中

に
り
っ
ぱ
な
垂
水
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
行
場
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

下
に
挙
げ
た
地
図
に
は
千
里
丘
陵
に
箕
面
川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
神
崎

川
も
流
れ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
難
波
の
宮
か
ら
北
に
上
が
る
と
吹
田
の
垂
水
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。『
新
撰
姓
氏
録
』
の
記
事
は
、
こ
の
垂
水
神
社
を
管
理
す
る
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垂
水
公
と
い
う
一
族
が
、
難
波
の
宮
の
と
き
に
、
朝
廷
に
水
を
献
じ
た
と
い
う
、
そ

う
い
う
記
事
で
す
。
こ
こ
が
よ
い
水
を
産
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

古
代
大
阪
の
地
形

　

古
代
の
大
阪
は
、
海
が
生
駒
の
麓
あ
た
り
ま
で
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
本
当
に

大
昔
は
生
駒
の
麓
ま
で
が
海
で
し
た
。
川
の
水
が
運
ぶ
土
砂
な
ど
で
、
何
百
年
、
何

千
年
の
間
に
陸
地
が
伸
び
て
行
き
ま
す
。
難
波
の
宮
か
ら
北
に
伸
び
て
い
る
天
満
砂

州
の
域
の
北
側
の
陸
地
が
、
千
里
丘
陵
な
ど
が
あ
る
北
摂
の
丘
陵
地
に
く
っ
つ
い
て

い
き
ま
す
。
完
全
に
く
っ
つ
い
た
ら
、
東
側
の
土
地
が
汽
水
湖
に
な
り
、
や
が
て
こ

れ
が
陸
地
化
す
る
わ
け
で
す
。
完
全
に
陸
地
化
す
る
の
は
ず
っ
と
後
で
す
。
潮
の
干

満
な
ど
で
、
海
水
が
東
の
ほ
う
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
地
域

で
す
。

　

現
在
で
も
大
阪
に
行
く
と
、
上
本
町
が
高
い
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
か
ら
東
西
を
見

た
ら
低
い
。
そ
れ
は
谷
町
で
す
。
上
町
が
地
図
の
半
島
状
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

そ
の
東
西
は
谷
町
。

　

梅
田
も
土
を
埋
め
た
か
ら
梅
田
と
言
い
ま
す
。
そ
う
い
う
形
状
で
す
か
ら
、
水
が

出
な
い
。
良
質
の
水
は
、
北
の
陸
地
を
流
れ
る
河
川
か
ら
供
給
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
垂
水
神
社
は
『
延
喜
式
』
に
登
録
さ
れ
る
古
社
で
す
が
、
大
阪
に
水
を
供
給
す

る
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

『
万
葉
集
』
の
「
垂
水
」　
通
説

　

先
ほ
ど
の
志
貴
皇
子
の
歌
の
垂
水
が
、
垂
水
神
社
を
歌
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ
こ
び
の
歌
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
、
志
貴
皇
子
が
垂
水
神
社
に

行
く
必
然
性
も
な
い
し
、か
と
言
っ
て
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
確
証
も
あ
り
ま
せ
ん
。

志
貴
皇
子
の
歌
の
「
垂
水
」
は
、普
通
名
詞
と
解
す
る
の
が
通
説
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
万
葉
集
』
摂
津
の
歌

　
『
万
葉
集
』
巻
七
に
は
「
摂
津
に
し
て
作
る
」
と
題
さ
れ
た
歌
が
ず
ら
っ
と
並
び

ま
す
。
そ
の
冒
頭
か
ら
三
首
、
こ
こ
に
挙
げ
ま
し
た
。
冒
頭
は
、

　

し
な
が
鳥　

猪
名
野
を
来
れ
ば　

有
間
山　

夕
霧
立
ち
ぬ　

宿
り
は
な
く
て

と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
歌
で
す
。
猪
名
野
に
く
る
と
、
有
間
山
に
夕
霧
が
立
ち
込
め

て
き
た
。
ま
だ
今
晩
宿
る
と
こ
も
決
ま
っ
て
な
い
の
に
、
と
い
う
。
有
間
山
は
こ
こ

で
は
六
甲
山
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
次
の
歌
、

　

武
庫
川
の　

水
脈
を
早
み
か　

赤
駒
の　

足
掻
く
激
ち
に　

濡
れ
に
け
る
か
も

と
武
庫
川
が
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。
猪
名
野
、
武
庫
川
、
六
甲
山
も
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。

摂
津
の
国
の
地
名
が
展
開
し
、
三
首
目
、

　

命
を　

幸
く
良
け
む
と　

石
走
る　

垂
水
の
水
を　

む
す
び
て
飲
み
つ

長
生
き
で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、
石
走
る
垂
水
の
水
を
手
で
す
く
っ
て
飲
ん
だ
と

い
う
。
摂
津
の
垂
水
神
社
の
滝
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
摂
津
の
国
の
歌
と

し
て
並
べ
て
い
る
以
上
、
こ
の
歌
に
地
名
を
探
せ
ば
、
垂
水
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
歌
の
作
者
の
意
図
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、『
万
葉
集
』
巻
七
を
編
集
し
た
人
は
、

垂
水
を
地
名
と
扱
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
の
祈
り
を
込
め
て
い
ま
す
の
で
、た
だ
の
水
、

た
だ
の
滝
で
は
な
い
。
御
神
水
と
言
い
ま
す
よ
う
に
、
非
常
に
効
き
目
の
あ
る
水
と

意
味
づ
け
を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
地
名
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
が
摂
津
の
垂
水
で
あ
れ
ば
、
志
貴
皇
子
の
垂
水
も
、
垂
水

神
社
の
滝
を
歌
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

豊
嶋
の
采
女

　

写
真
の
左
に
、
豊
島
郡
の
三
つ
目
、
豊
嶋
の
采
女
が
出
て
き
ま
す
。
◆
豊
嶋
の
采

女
の
恋
と
死　

の
と
こ
ろ
で
す
。
先
程
、「
宇
祢
野
の
地
名
の
由
来
は
采
女
」
と
い
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う
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
連
想
で
こ
れ
を
引
き
ま
し
た
。

　

天
平
十
年
、
七
三
八
年
の
秋
八
月
に
、
右
大
臣
橘
家
に
し
て
宴
す
る
歌
と
い
う
の

が
『
万
葉
集
』
巻
六
に
出
て
き
ま
す
。
資
料
に
挙
げ
た
四
首
の
三
首
目
、

　

も
も
し
き
の　

大
宮
人
は　

今
日
も
か
も　

暇
を
な
み
と　

里
に
出
で
ざ
ら
む

に
対
し
て
「
右
の
一
首
、
右
大
臣
伝
へ
て
云
は
く
、
故
豊
嶋
采
女
が
歌
な
り
」

—

故
豊
嶋
の
采
女
と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、豊
嶋
采
女
は
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

故
豊
嶋
采
女
は
、大
宮
人
は
暇
が
な
い
の
で
、き
ょ
う
も
里
に
出
で
こ
な
い
の
か
な
ぁ

と
言
う
。
大
宮
人
は
、
宮
中
に
仕
え
る
役
人
の
こ
と
で
す
。
役
人
た
ち
が
忙
し
い
か

ら
里
に
出
て
こ
な
い
、
こ
の
大
宮
人
は
采
女
の
意
中
に
あ
る
男
性
。
あ
の
人
忙
し
い

か
ら
、
今
日
も
会
っ
て
く
れ
な
い
の
か
な
と
い
う
歌
で
し
ょ
う
。
何
と
な
く
現
代
的

な
歌
で
す
。
次
の
歌

　

橘
の　

本
に
道
踏
む　

八
ち
ま
た
に　

物
を
そ
思
ふ　

人
に
知
ら
え
ず

「
右
の
一
首
、
右
大
弁
高
橋
安
麻
呂
卿
語
り
て
云
は
く
、
故
豊
嶋
采
女
が
作
な
り
」

—

八
月
二
十
日
の
宴
会
で
、
豊
嶋
采
女
と
い
う
亡
く
な
っ
た
女
性
の
歌
が
、
二
首
続

け
て
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
首
目
の
歌
は
お
そ
ら
く
、
一
首
目
の
歌
が
披
露
さ
れ

た
後
で
、
同
じ
人
の
歌
、
僕
知
っ
て
る
、
な
ん
て
い
う
感
じ
で
詠
っ
た
。
今
で
言
う

と
、
カ
ラ
オ
ケ
で
昔
の
歌
を
歌
っ
て
る
よ
う
な
、
奥
村
チ
ヨ
の
歌
を
誰
か
が
歌
っ
た

か
ら
、
今
度
は
私
も
奥
村
チ
ヨ
の
歌
を
歌
う
わ
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
三
首

目
の
歌
が
、
あ
の
人
忙
し
い
の
で
今
日
も
会
え
な
い
の
か
し
ら
、
四
首
目
は
、
私
は

独
り
も
の
思
い
を
し
て
い
る
の
に
あ
の
人
は
ち
っ
と
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
、
と
い

う
か
ら
、
歌
の
内
容
も
近
い
で
す
。

　

こ
の
二
首
の
歌
は
、
な
か
な
か
報
わ
れ
な
い
恋
愛
に
見
え
ま
せ
ん
か
。
会
い
た
い

の
に
会
え
な
い
、
あ
の
人
忙
し
い
、
忙
し
い
ば
っ
か
り
言
っ
て
る
、
だ
か
ら
ひ
と
り

で
も
の
思
い
に
ふ
け
て
い
る
の
と
い
う
、
不
幸
な
恋
を
し
た
女
性
の
よ
う
で
す
。
想

像
す
れ
ば
、
そ
の
恋
愛
を
つ
い
に
成
就
し
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

『
続
日
本
紀
』　
采
女
の
雇
用
条
件

　

5
頁
目
の
最
初
に
［
参
考　

采
女
の
貢
進
］
と
あ
り
ま
す
。

　
「
其
れ
采
女
を
貢
る
は
、
郡
の
少
領
以
上
の
姉
妹
ま
た
女
の
、
形
容
端
正
な
る
者

を
以
ち
て
せ
よ
。」

—

郡
の
少
領
は
、
郡
司
、
郡
役
人
。
そ
の
郡
の
役
人
の
姉
妹
と
か
娘
、
美
し
い
人
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
何
を
も
っ
て
形
容
端
正
と
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
で
す
が
。

そ
し
て
そ
の
前
の
規
定
で
、

　
「
凡
そ
諸
氏
は
、
氏
別
に
女
を
貢
れ
。
皆
、
年
卅
以
下
十
三
以
上
を
限
れ
」

—

こ
の
年
齢
は
采
女
に
も
及
び
、
十
三
歳
以
上
、
三
十
歳
以
下
で
、
郡
の
役
人
の
娘
・

姉
妹
で
美
し
い
女
性
。
こ
れ
が
采
女
に
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
、
Ｃ
の
記
述
。
男
性
の
下
級
役
人
が
兵
衛
で
、
女
性
の
下
級
役
人
が
采
女
で
す
。

当
初
は
、
郡
か
ら
ど
ち
ら
か
を
献
上
し
た
ら
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
男
性

の
役
人
を
出
す
と
こ
ろ
は
、
女
性
を
出
さ
な
い
、
女
性
を
出
し
た
ら
男
性
は
出
さ
な

い
。
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
要
ら
な
い
。
で
す
が
や
が
て
女
性
は
数
の
確
保
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
、
全
て
の
郡
か
ら
采
女
を
献
上
す
る
と
い
う
命
令
に
切
り
か
わ
り
ま

し
た
。

　

豊
嶋
の
采
女
が
出
て
く
る
の
は
天
平
十
年
で
、
全
て
の
郡
か
ら
と
切
り
替
わ
る
の

が
天
平
十
四
年
。
で
す
か
ら
、
前
の
規
程
の
状
況
で
豊
嶋
の
采
女
は
い
た
。
問
題
は

ど
こ
の
人
か
。
摂
津
の
国
の
豊
嶋
、
豊
中
池
田
の
と
こ
ろ
。
ま
た
は
武
蔵
の
国
に
豊

島
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
が
こ
の
采
女
の
出
身
地
で
す
。
采
女
は
郡
を
単
位
に
献

上
さ
れ
ま
す
か
ら
、
古
代
の
郡
で
、
こ
の
文
字
で
表
す
の
は
武
蔵
の
国
の
豊
島
か
、

摂
津
の
国
の
豊
嶋
か
、ど
ち
ら
か
で
す
。ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、武
蔵
の
国
の
豊
島
は
、

万
葉
集
の
東
あ
ず
ま

歌
に
出
て
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
文
献
に
出
て
き
ま
せ
ん
か
ら
、
摂
津
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で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
見
る
豊
嶋

　
　

次
に
引
い
た
の
は
、『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
＝
聖
徳
太
子
の
伝
記
で
す
。

　
「
尾
治
王
の
女
子
、
位
奈
部
橘
王
を
娶
り
て
生
め
る
児
、
白
髪
部
王
、
次
に
手
嶋

女
王
」

—

こ
の
手
嶋
女
王
は
、
豊
嶋
郡
に
由
来
す
る
名
前
と
見
ら
れ
ま
す
。
母
親
は
位
奈
部

橘
王
と
い
う
、
猪
名
川
流
域
の
位
奈
部
の
橘
の
王
と
い
う
方
で
、
こ
の
手
嶋
は
摂
津

の
国
の
豊
嶋
と
理
解
さ
れ
ま
す
。
次
の
『
続
日
本
紀
』
の
引
用
も
含
め
、
豊
嶋
と
い

う
摂
津
の
国
の
郡
は
、
し
ば
し
ば
古
代
の
文
献
に
出
て
き
ま
す
。

　

豊
嶋
郡
の
秦
上
、
秦
下
は
、
渡
来
系
秦
氏
の
一
大
拠
点
で
し
た
。
池
田
の
駅
前
に

呉
服
神
社
と
い
う
の
が
あ
り
、
呉
服
織
、
穴
織
の
伝
承
を
し
ま
す
。
も
と
も
と
は
西

宮
か
ら
川
を
上
が
っ
て
、
池
田
に
定
住
し
た
。
そ
う
い
う
渡
来
系
氏
族
の
拠
点
で
し

た
し
、
市
域
に
は
茶
臼
山
古
墳
な
ど
大
き
な
古
墳
が
点
在
す
る
地
域
で
す
か
ら
、
蓋

然
性
と
し
て
、
先
ほ
ど
の
豊
嶋
の
采
女
は
豊
嶋
郡
の
采
女
で
あ
る
と
考
え
て
問
題
は

な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

采
女
は
水
司
、膳
司
と
い
う
と
こ
ろ
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ヒ
ト
リ
ノ
ツ
カ
サ
、

水
の
司
と
書
き
ま
す
。
カ
シ
ワ
デ
ノ
ツ
カ
サ
は
膳
の
司
と
書
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
天

皇
の
飲
料
水
、
食
事
を
管
理
す
る
役
所
で
す
か
ら
、
天
皇
の
そ
ば
で
奉
仕
を
し
ま
す
。

天
皇
の
側
近
に
奉
仕
す
る
女
官
、
実
は
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
に
配
属
さ
れ
る
采
女
も

少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
原
則
は
天
皇
側
近
の
二
つ
の
役
所
に
勤
務
す
る
立
場

で
す
。

　
『
万
葉
集
』
に
見
る
采
女
の
自
由
恋
愛
の
禁
止

　

６
頁
Ａ
「
内
大
臣
藤
原
卿
、
采
女
の
安
見
児
を
娶
く
時
に
作
る
歌
」。
内
大
臣
藤

原
卿
は
藤
原
鎌
足
の
こ
と
で
す
。
鎌
足
が
、
安
見
児
と
い
う
采
女
と
結
婚
し
た
と
き

に
歌
を
つ
く
っ
た
。

　

Ｂ
は
、
吉
備
津
采
女
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
を
詠
ん
だ
。

　

Ｃ
は
、
安
貴
王
と
い
う
皇
族
が
、
因
幡
の
八
上
釆
女
を
娶
っ
て
、
不
敬
罪
に
定
め

ら
れ
本
郷
に
退
却
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
は
、
前
の
采
女
と
い
う
人
が
、
非
常
に
風
流
な
女
性
だ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
に
は
、
采
女
が
散
見
し
ま
す
。
采
女
は
天
皇
の
側
近

に
は
べ
る
女
官
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
や
ら
自
由
な
恋
愛
結
婚
は
禁
じ
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
Ｃ
の
安
貴
王
が
八
上
釆
女
を
妻
に
し
た
途
端
に
罪
人
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
Ｂ
の
、
人
麻
呂
の
吉
備
津
の
采
女
の
歌
は

し
き
た
へ
の　

手
枕
ま
き
て　

剣
大
刀　

身
に
副
へ
寝
け
む　

若
草
の　

そ
の
夫

の
子
は

と
、
夫
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
す
が
、
夫
が
い
た
こ
と
と
死
が
結
び
つ

い
て
う
た
わ
れ
ま
す
。

『
日
本
書
紀
』
に
見
る
采
女
の
罰
則

　

ア
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
は
、
采
女
と
通
じ
た
こ
と
で
罪
を
与
え
ら
れ
る
と
い

う
記
事
で
す
。
采
女
と
は
自
由
恋
愛
、
結
婚
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
古
代

の
実
態
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ウ
の
資
料
も
大
原
采
女
と
い
う
人
が
流
人
に
な
っ
て
い
て
、
ど
う
や
ら
男
性
と
通

じ
た
こ
と
が
原
因
で
流
罪
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

采
女
の
恋
愛
と
死
、
人
々
の
噂

　

六
頁
の
太
い
枠
の
中
に
ま
と
め
を
書
き
ま
し
た
。

　

あ
の
人
は
今
日
も
忙
し
く
て
会
え
な
い
の
か
し
ら
と
詠
っ
た
采
女
は
、
摂
津
の
国
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の
豊
嶋
郡
か
ら
采
女
と
し
て
都
に
赴
い
た
女
性
。
そ
の
采
女
が
「
も
も
し
き
の
大
宮

人
」
＝
官
人
と
恋
愛
関
係
に
陥
っ
た
。
け
れ
ど
も
二
人
は
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
采
女
は
自
由
恋
愛
を
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
目
を
忍
ぶ
恋
、
天

皇
の
目
を
恐
れ
る
恋
愛
を
一
定
期
間
続
け
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
恋
愛
を
タ
ブ
ー
と

す
る
、
そ
の
采
女
と
い
う
身
分
ゆ
え
に
恋
は
成
就
す
る
こ
と
な
く
不
幸
に
し
て
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
あ
の
二
首
の
歌
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

八
月
二
十
日
の
宴
会
で
そ
の
よ
う
な
歌
が
披
露
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
当
時
の
話

題
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
豊
嶋
郡
出
身
の
美
し
い
女
官
が
悲
し
い
恋
を
し
て
、
そ
の

結
果
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。自
殺
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、そ
の
噂
は
い
っ

そ
う
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
広
ま
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

『
万
葉
集
』　
悲
恋
の
歌
と
猪
名
川

　

七
頁
に
猪
名
川
の
悲
劇
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

か
く
の
み
に  

あ
り
け
る
も
の
を  

猪
名
川
の  

奥
を
深
め
て  
我
が
思
へ
り
け
る

　
『
万
葉
集
』
巻
一
六
に
あ
る
悲
恋
物
語
で
す
。
夫
が
遠
い
国
へ
旅
を
し
て
、
残
さ

れ
た
妻
は
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
。
夫
が
単
身
赴
任
か
ら
帰
る
と
、
妻
は
や
つ
れ
て

死
の
床
に
伏
せ
て
い
る
と
い
う
悲
し
い
ド
ラ
マ
で
す
が
、
そ
の
歌
の
中
に
猪
名
川
が

出
て
き
ま
す
。
猪
名
川
が
男
性
の
任
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
猪
名
川
が
沖
の
深
い
川
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
詠
わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
講
演
の
終
了
時
間
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
歌
の
解
釈
や
、
な
ぜ
猪
名
川
が
読
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
資
料
七
頁
以
降
を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

池
田
駅
前
の
万
葉
歌
碑

　

九
頁
の
写
真
は
万
葉
歌
碑
。
阪
急
池
田
の
駅
前
に
こ
の
歌
を
刻
ん
だ
碑
が
立
っ
て

ま
す
。
奥
に
見
え
て
い
る
商
店
が
駅
の
一
階
部
分
の
お
店
な
の
で
、
こ
れ
を
手
が
か

り
に
こ
の
歌
碑
を
ど
う
ぞ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
写
真
を
手
が
か
り
に
、
お
時
間

の
あ
る
と
き
に
探
し
て
い
た
だ
い
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
九
十
分
お
つ
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


